




The Purpose Behind the “Nihon Ryoiki” Part 1:  



















































































































































































































































ところで、上巻冒頭説話前半部 A と似た話が『日本書紀』 （18）に異文として記されて
いる。上巻冒頭説話との雷神の比較として検討するため全文を示す。
　 　『日本書紀』巻 14 雄略天皇 7 年 7 月条
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